
グロニパル水ビジネスの動き

T水 脈は金脈であるT

水
は
人
の
健
康
維
持
や
生
活
に
と
っ
て
必
須
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
財
と

し
て
の
活
用
方
法
を
世
界
各
国
と
も
重
要
視
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な

位
置
づ
け
で
あ
る
が
ゆ
え
に
経
済
財
と
し
て
企
業
活
動
を
展
開
す
る
動
き
が

世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
我
が
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
海

外
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
詳
し
い
吉
村
和
就

・
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
ジ
ャ

パ
ン
代
表
が
最
近
の
各
国
水
利
用
の
市
場
傾
向
と
激
化
す
る
競
争
の
も
よ
う

を

『グ
ロ
ー
バ
ル
ト
レ
ン
ド
そ
の
５
』
に
ま
と
め
、
寄
稿
し
て
く
れ
た
。

グ回―バルウォーター ・ジャパン代表
国連テクニカルアドバイザー

吉村 和 就

世
界
四
大
文
明
は
四
大
河
文
明
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
す
べ
て
河
の
ほ
と
り

で
豊
富
な
水
資
源
を
人
類
が
使
う
こ
と

か
ら
始
ま

っ
た
．
水
資
源
は
本
来
、
地

域

（地
場
）術
環
で
使
わ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
地
域
で
湖
沼
、
河
川
、
地
下

水
等
か
ら
収
水
し
、
飲
料
水
や
工
業
用

水
と
し
て
使
わ
れ
、
下
水

・
排
水
処
理

さ
れ
地
場
で
放
流
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ

た
。
水
を
物
質
経
済
的
に
見
る
と
、
「必

ず
必
要
な
物
質
で
あ
る
が
、
単
位
体
積

⌒‐
３母

当
た
り
、
最
も
安
価
な
物
質
で
、

輸
送
し
て
も
経
済
的
に
成
り
立
た
な

い

物
質
が
水
」
と
も
定
義
さ
れ
て
き
た
〔．

と
こ
ろ
が
近
年
、
水
資
源
は
環
境
財
か

ら
経
済
資
本
財
と
し
て
注
Ｈ
さ
れ
、
水

資
源
を
巡
る
経
済
的
な
様
相
が
激
変
し

て
い
る
．

人
回
増
加
、
急
速
な
途
上
国
の
経
済

発
展
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
に
よ
る
水

資
源
の
不
足
が
世
界
的
な
レ
ベ
ル
で
叫

ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
「
必
ず
必
要
な

資
源
が
不
足
（枯
渇
）
す
る
と
、
そ
こ
に

は
資
源
獲
得
の
た
め
に
戦
争
が
起
こ
る

の
は
、
世
界
の
常
識
で
あ
る
．
今
、
水

資
源
が
こ
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
２
０
２
５
年
に

は
、
人
類
の
半
分
が
水
不
足
に
直
面
す

る
か
ら
で
あ
る
。

「水
脈
は
金
脈

で
あ
る
」
、
こ
の
よ

う
な

コ
ン
セ
プ
ト
で
巨
大
な
る
水
ビ
ジ

ネ
ス
が
世
界
展
開
さ
れ
て
い
る
。

１
　
世
界

の
民
営
化
上
下
水
道

は
３
社

で
寡
占

、
水

は
巨
大

な
利
益
を
生
む

最
大
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
は
、
世
界
に
お

(71 )水道公論 1第44巻第5号)
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け
る
Ｌ
ド
水
道

の

民
営
化
で
あ
る
．

世
界
全
体
で
み
れ

ば
、
民
営
化
率
は

６
％
に
過
ぎ
な

い
．

し
か
し
、
イ
ギ
リ

ス
（イ

ン
グ

ラ

ン

ド
、
ウ

エ
ー
ル
ズ
）

で
は
１
０
０
％
民

営
化
さ
れ
て
お
り
、

フ
ラ
ン
ス
が
８０
％
、

ス
ペ
イ
ン
が
６０
％
、

ド
ィ
ッ
２０
％
、
米

国
１５
％
と
進
展
し

て
い
る
。
中
南
米

で
は
チ
リ
と
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
の
民
営

化
率
は
５０
％
を
超

え
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
ジ
ア
各
国
で
は

平
均
約
１０
％
と
、
特
に
中
国
で
は
急
激

に
民
営
化
が
進
ん
で
い
る
。
民
営
化
さ

れ
た
水
道
水
を
飲
ん
で
い
る
人
は
２
０

０
３
年
に
は
１
３
０
カ
国
、
約
４
億
人

だ

っ
た
の
が
、
２
０
２
０
年
に
は
３
倍

以
上
の
１２
～
‐５
億
人
に
な
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。

世
界
の
民
営
化
市
場
の
８０
％
を
寡
占

し
て
い
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
系

の
２
社
、

ズ

エ
ズ
グ
ル
ー
プ
と
ヴ

ェ
オ
リ
ア
社
、

そ
れ
に
家
州

マ
ッ
コ
リ
ー
投
資
銀
行
が

買
収
し
た
英
円
の
テ
ム
ズ
ウ
ォ
ー
タ
杜

で
あ
る
一　
　
　
　
　
　
　
（表
―

―
）

ス
エ
ズ
グ
ル
ー
プ
は
中
南
米
か
ら
の

撤
退
や
フ
ラ
ン
ス
ガ
ス
公
社
と
の
合
併

で
ポ
イ
ン
ト
を
落
と
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
売
上
げ
は
１
兆
円
を
超
え
、
利

益
は
前
年
度
比
５

，
１
％
増
と
な

っ
て

い
る
。
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
デ
グ
レ
モ
ン

社
は
一象
州
や
カ
タ
ー
ル
の
海
水
淡
水
化

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
活
躍
し
て
い
る
。

ま
た
、
ヴ

エ
オ
リ
ア
社
の
水
部
門
は

好
調
で
売
■
げ
は
約
１
兆
６
０
０
０
億

円

（２
０
０
６
年
）
利
益
は
前
年
度
比
１６

・
６
％
増
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
研

究
開
発
投
資
も
前
年
度
比
２０
％
増
し
と

な

っ
て
い
る
ｃ

世
界
の
上
下
水
道
民
営
化
の
波
は
、

先
進
国
で
は
、
老
朽
化
し
た
上
下
水
道

施
設
の
更
新
需
要

（約
１
１
０
兆
円
）
、

途
上
国
で
は
、
こ
れ
か
ら
整
備
す
る
水

イ
ン
フ
ラ
（約
４０
兆
円
）
が
対
象
に
な
り

今
後
も
激
し
い
水
ビ
ジ
ネ
ス
争
奪
戦
と

な
る
だ
ろ
う
。

現
在
、
彼
ら
の
最
大
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト

は
、
経
済
成
長
の
著
し

い
中
国
で
あ
り

す
で
に
ス
エ
ズ
、
ヴ

ェ
オ
リ
ア
社
と
も

中
国
の
民
営
化
市
場
を
、
そ
れ
ぞ
れ
現

地
資
本
と
組
み
１
兆
円
以
上
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る

一表
１
２
）

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
迎
え
る
中
国
の
水

不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
最
近
は

「黄
河

文
明
で
栄
え
た
中
国
は
水
で
減
ぶ
」
と

も
言
わ
れ
て
い
る
。
中
国
政
府
は
、
こ

の
打
開
の
た
め
に
国
家
計
画
で
は
、
水

に
１
兆
元
（約
１５
兆
円
）を

つ
ぎ
込
む
計

山
を
立
て
て
い
る
中
し
か
し
急
激
な
経

済
発
展
に
木
イ
ン
フ
ラ
整
イｌｉｉ
が
追

い
つ

く
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
ま
さ
に
「焼

け
石
に
水
」
状
態
、
可
く
は
フ
ラ
ン
ス

系
企
業
の
独
走
が
続
く
で
あ
ろ
う
〔　
＾

方
、
日
本
企
業

の
中
同
で
の
活
躍
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
、
残
念
な
が
ら
存
在
感

が
な

い
。
多
く
の
日
本
の
水
処
理
会
社

が
中
国
に
支
店
や
工
場
を
持

っ
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
が
中
円
に
進
出
し
た
川

系
企
業
の
水
処
理
の
仕
事
を
し
て
お
り

リ
ス
ク
の
高

い
上
下
水
道
事
業
に
は
関

わ

っ
て
い
な

い
ｃ

２
　
世
界
に
広
が
る
海
水
淡
水

化
市
場
１０
兆
円
に

海
水
淡
水
化
の
世
界
市
場
の
伸
び
は

Ｈ
～
‐４
％
、
金
額
で
は
現
在
の
３
兆
円

か
ら
１０
兆
円
す
】０
１
０
年
）と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
海
水
淡
水
化
、
最
大
の
顧

客
は
中
束
諸
国
で
あ

っ
た
が
、
急
激
な

人
口
増
加
、
経
済
発
展
　
ま
た
地
球
温

暖
化
に
よ
る
水
資
源
の
偏
在
の
影
響
に

よ
り
、
世
界
的
な
広
が
り
を
み
せ
て
い

る
。
１
０
０
年
来
の
干
ば
つ
に
苦
し
む

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
経
済
発
展
が
著
し

い
ア
ジ
ア
諸
国
、
米
国
が
新
興
市
場
と

な

っ
て
い
る
。

表-1 世 界の上下水道事業民営化を寡占する

3社 (2006年 )

2 1プロジェクト実施中 取 陛、if卜ち、付f熟な

どの 11下水道事業経常、 11れイf油化学排水処メP

表-2 中 国における上下水道民営化/外 資系企業の活躍
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し
か
し
、
最
大
の
市
場
は
巨
額
な
オ

イ

ル
マ
ネ
ー
が
流
入
す

る
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（中

束
湾
岸
協
料
欠
至
酸

メ
ン
バ
ー
の
６
カ

回

（Ｕ
Ａ
Ｅ
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ

ア
、
ク

ウ

エ
ー
ト
、
カ
タ
ー
ル
、
オ

マ
ー
ン
、

バ
ー
レ
ー
ン
）
で
あ
り
、
２
兆
＄

（約
２

０
０
兆
円
）
の
金
融
資
産
を
バ

ッ
ク
に

巨
大
な
都
市
国
家
、
工
業
団
地
、
リ
ゾ

ー
ト
地
な
ど
を
建
設
中
で
あ
る
。

当
然
足
り
な

い
の
は
、
電
力
と
水
資

源
で
あ
り
、
過
去
４
年
間
で
湾
岸
諸
国

の
電
力
需
要
は
毎
年
１０
％
を
超
え
る
伸

び
を
示
し
、
海
水
淡
水
化
の
需
要
は
、

毎
年

８
％
を
超
す
伸
び
を
示
し
て
い
る
。

海
水
淡
水
化
の
需
要
は
、
現
在

の
２
倍

の
１
８
９
０
万
３ｍ
・
旧
量
と
予
想
さ
れ

て
お
り
、
激
し
い
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。
こ
ん
な
中
で
日
本
の
商
社

は
積
極
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い

事
業
規
模
と
し
て
は
日
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
が
、
日
系
商
社
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
は
資
金
調
達
力
で
あ
る
．
問

題
は
日
本
メ
ー
カ
ー
の
関
わ
り
で
あ
る

束
之
、
日
立
は
機
器
納
入
メ
ー
カ
ー
で

あ
り
、
Ｈ
椰
や
束
電
は
部
分
的
な
シ
ス

テ
ム
エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
、
フ
ル
タ
ー

ン
キ
ー
ベ
ー
ス
丘
成
計
、
機
器
調
達
、

施
■
、
試
運
転
）
で
三
菱
丘

１１
が
収
張

っ
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
．
ま
た
、
海
水

淡
水
化
プ
ラ
ン
ト
は
維
持
竹
理
が
大
き

な
ビ
ジ
ネ

ス
⌒た
と
え
ば
Ｒ
Ｏ
限
は
島

年
ご
と
に
収
体
え
）
で
あ
る
が
、
こ
の

分
野
で
の
ｉ
契
約
が
な
く
収
益
を
Ｌ
げ

る
機
会
を
逸
し
て
い
る
！

こ
の
海
水
淡
水
化
に
使
わ
れ
る
逆
波

透
膜

（Ｒ
Ｏ
隈
）
は
日
本
企
米
が
世
界
市

場
の
約
側
夕
を
占
め
て
お
り
、
各
社
と

一
方
、
海
水
淡
水
化
市
場
の
進
展
に

連
れ
、
欧
米
の
エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
メ

ー
カ
ー
か
ら
の
放
し
い
値
引
き
攻
勢
に

苦
慮
し
て
い
る
。
さ
ら
に
隈
を
長
寿
命

化
す
る
と
、
今
度
は
膜
取
林
え
ビ
ジ
ネ

ス
が
減
少
す
る
な
ど
ジ
レ
ン
マ
も
抱
え

て
い
る
。

３
　
グ

ロ
ー
バ

ル
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の

市
場
動
向

に

つ
い
て

世
界
的
に
不
足
す
る
末
資
源
の
確
保
、

海
水
淡
水
化
は
建
設
費
、
ラ
ン
エ
ン
グ

コ
ス
ト
と
も
高
価
で
あ
り
、
簡
■
に
準

・べ
で
き
な

い
。
多
主
こ
で
注
――
さ
れ
て
い

る
の
が
、
使

っ
た
水
を
活
性
汚
泥
法
と

ア

一

．

表-3 湾 岸諸国向けlWPP(発 電造水事業)で の
日本企業の活躍

（表
１
３
）

も
将
来
性
の
大
き
い
事
業
と
し
て
拡
大

を
目
指
し
て
い
る
。
　
　
　
（表
１
４
）

限
処
理
を
組
み
合
わ
せ
水
資
源
を
創
出

す
る
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
Ｂ
Ｒ
（膜
式
活
性

汚
泥
法
）
で
あ
る
。
１
９
８
５
年
か
ら

研
究
さ
れ
た
日
本
発
の
Ｍ
Ｂ
Ｒ
技
術
が

今
、
世
界
に
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

３
１
１
　
グ
回
―
バ
ル
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
現

状

（２
０
０
６
年
）

全
世
界
で
設
置
さ
れ
て
い
る
Ｍ
Ｂ
Ｒ

は
約

１
５
１
５
シ

ス
テ
ム
（２
０
０
５

年
１２
月
）
で
あ
り
、
そ

の
適
用
別
内
訳

は
、
小
型
下
水
処
理
が
３９
％
、
産
業
用

が
２７
％
、
再
利
用
水
関
係
が
２４
％
で
あ

２つ
。詳

細
を
示
す
。
　
　
　
　
（表
１
５
）

ま
た
、
地
域
別
で
は
、
日
本
が
６７
％
、

北
氷
が
１８
％
、
欧
州
が
１２
％
、
そ
の
他

３
％
で
あ
る
．
処
叫
水
■
が
大
き

い
順

表-4 各 社の膜関連 (RO、MF/
UF膜 )売 上げ目標

表-5 MBR適 用別内訳
(2005年12月)

| 1 本桁ヽ米

メし  ネに

田 ・プロジェクト名

モi rIヽ ] ・タウィーラB

サウジ ・ラービク

ビA  I E ・フジィラF 2

にi rIヽ ] ・タウィーラi 2ヽ

た1せキ1 :  辻水 l i ! ( 1 1 )

2 0 0万氏w  7 3万 1 n i

60ブ丁K、r  168ノ丁11]

2 0 0 万K w  5 9 万 n i l

7 1 万K w  2 3 万 n l '

■業規模

約3000億11

約3000億II

約3600億IJ

約35(X)億11

t菱|十桁事 サウジ ・シュケイク 102カKw 21万 11] 約2300億

:づ11物産 クエート,シュアイバノース

に, A  I E ・ウムアルナール

カタール ・ラスラファン

75万 Kw 20万 mi

168万 Kw 60万 11P

273フ丁Kw 3()ノ 」n十

約1600億11!

約2700億11!

ネ匂4()00行ま「【l

十i:友商寸F バーレーン ・ヒッド 100万 K、  10ブ 丁nl 約150()億113

社 名 ゲこliげ日本票

束 レ 10年以内に1000億円

F ]束電 J l

旭 化 lJlk

1 0年以内に1000億円

08年までに300億111

東洋紡 10年までに300億円

=菱 レーヨン 3年以内に200億111

帝 人 3年 後抑億1可
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位
で
は
、
北
米
が
４２
％
、
欧
州
が
３５
％
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
で
は
２‐
％
と
な

っ
て
い

る
。
好
気
性
処
弾
と
の
組
合
わ
せ
が
９８

％
で
あ
る
。
ま
た
処
理
水
を
取
り
出
す

方
式
で
は
、
外
部
引
出
し
型
が
４５
％
、

浅
漬
型
が
５５
％
で
あ
る
。

共
通
す
る
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、●

汚
泥
発
生
量
が
少
な
い

０
引
出
し
汚
泥
濃
度
が
１

・
５
か
ら

２

・
０
％
と
高
い

こ
運
転
が
容
易

●
殺
菌
が
不
用

‐こ十
組
立
て
時
間
が
少
な
い

一じ
既
設
改
造
に
適
し
て
い
る

な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

３
１
２
　
生
物

処
理
別

・
市

場
の
伸
び
予

相
小

好
気
性
処
理
が

多
く
、
そ
の
金
額

の
伸
び
は
５
年
間

の
平
均
仲
び
率
で

‐０

・
９
％
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

⌒表
１
６
）

３
１
３
　
地
域
別
Ｍ
Ｂ
Ｒ

・
金
額
の

伸
び
予
測

金
額
別
で
は
、
北
米
が
１
億
８
８
２

０
万
Ｓ
と
最
大
で
あ
り
、
欧
州
が
１
億

１
１
３
０
万
Ｓ
、
ア
ジ
ア
が
５
７
０
０

万
Ｓ
で
あ
る
。
ま
た
５
年
間
の
平
均
伸

び
率
は
１０

・
９
％
と
な

っ
て
い
る
。

（表
１

７
）

Ｍ
Ｂ
Ｒ
は
、
下
水
処
梨
ば
か
り
で
は

な
く
、
多
く
の
産
業
分
野
に
展
開
で
き

る
水
処
理
技
術
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
。
湘
脂
類
に
強

い
高
機
能
膜
が
で
き

れ
ば
、
こ
の
分
野
で
の
活
躍
が
期
待
で

き

る

ｃ
以
下
に
た
米
別

の
排
水

の
特
徴
を
示

す
Ｌ

自
動
中
産
業

⌒金
属
、
油
脂
類
、

塗
装
、
有
機
物
）

金
属

⌒重
金
属
、
践
、
油
脂
類
）

家
電
工
場

（Ｃ
Ｏ
Ｄ
、
洗
剤
）

発
電
所

⌒重
金
属
、
有
機
物
）

食
料

品
製
造

⌒Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、

Ｓ
Ｓ
、
他
）

食

肉

加

工
（Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、

Ｓ
Ｓ
、
油
脂
類
）

石
油
化
学

（油
脂
類
、
お
性
物
質
、

金
属
）

紙

パ

ル

プ

製

造

（
Ｂ

Ｏ

Ｄ

、

Ｓ

Ｓ

、

央
気
、

ア
ル
カ
リ
）

４
　
水
は
国
益
で
あ
り
、
国
の

安
全
保
障
だ
…
国
が
水
産
業

を
育
成
し
て

い
る

国
民
が
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

も
の
、
そ
れ
は
水
、
食
料
、
手
不
ル
ギ

ー
で
あ
る
ぃ
特
に
水
資
源
が
な
け
れ
ば

食
料
増
産
も
で
き
な
い
。
こ
の
重
要
性

に
気
が
つ
い
て
回
を
挙
げ
て
水
関
連
産

業
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
一象
州
、
欧
州
の
各
国

で
あ
る
。
具
体
的
な
例
を
示
そ
う
。

４
１
１
　

マヽ
／
ガ
ポ
ー
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
国
内
水
需
要
の
５０

％
以
１１
を

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
輸
入
水

に
頼

っ
て
い
る
．
２
０
１
１
年
に
期
限

切
れ
に
な
る
輸
入
水

の
価
格
交
渉
が
２

０
０
０
年
に
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
時

マ

レ
ー

シ

ア
は
１
０
０
倍

（０

・
２
２
円

拭
を
塑
円
　
３母

を
要
求
、
こ
の
ま

ま
で
は
同
の
安
全
が
損
な
わ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
と
、
回
を
挙
げ
て
水
産
業
の
育

成
に
通
進
し
た
。

世
界
市
場
で
活
躍
し
て
い
る
水

コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
機
器
メ
ー
カ
ー
、
膜
メ

ー
カ
ー
に
声
を
か
け
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
水
資
源

の
創
出
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
（海

水
淡
水
化
、
雨
水
回
収
、

ニ
ュ
ー
ウ
ォ

ー
タ
計
画
、
高
深
度
下
水
ト
ン
ネ
ル
エ

事
な
ど
）
へ
の
参
加
を
求
め
た
。
そ
の

結
果
５０
社
以
上
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が

集
ま
り
、
地
元
の
会
社
と
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
を
結
び
、
そ
の
結
果
、
地
元
企
業
は

短
期
間
に
水
処
理
、
水
事
業
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
、
さ
ら
に
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
政
府
は
約
１
０
０
億
円
を
投
じ
、

田
内
水
産
業
を
支
援
し
た
。
そ
の
結
果
、

３
年
後
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
回
を
挙

げ
て
海
外
水
市
場

へ
進
出
し
て
い
る
。

最
も
成
功
し
た
の
は

ハ
イ
フ
ラ
ッ
ク

ス
社
で
、
強
力
な
華
僑
の
人
脈
を
駆
使

表-6 生 物処理別 ・金額 (100万$)

伸び予測

表-7 地 域別MBR・ 金額の伸び予測
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し
、
す
で
に
中
同
で
大
型
物
件

３
件
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
欧
州
で
も
実
績

を
重
ね
て
い
る
。

４
１
２
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ー
０
０
年
来
の
水
不
足
に
見
舞
わ
れ

て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
こ
こ
で
も

水
は
国
家
の
安
全
保
障
で
あ
り
、
海
水

淡
水
化
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
が
目
白
押
し
で

あ
る
。
ま
た
下
水
処
理
水
の
再
利
用
も

進
ん
で
い
る
。
州
の
独
立
性
が
強

い
の

も
特
徴
で
あ
る
。
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

州
の
ア
デ
レ
ー
ド
市

の
場
合
を
見
て
み

卜
で
つ
。

ア
デ
レ
ー
ド
市
は
流
域
人
ロ
ー
ー
０

万
人

の
上
下
水
道

の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
索

ブ
リ

ッ
ク

・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ

ッ
プ
）
を
実
施
。
受
注
し
た

の
は
、

世
界
的
な
水
会
社

の
ヴ

ェ
オ
リ
ア
社

の

子
会
社
で
あ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

・
ウ
オ

ー
タ
ー
社

（Ｕ
Ｗ
社
）
で
あ

っ
た
。

契
約
内
容
は
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
、

Ｏ
上
下
水
道
維
持
管
理
の
２０
％
削
減

の
義
務

（約

２
０
０
億
円
）

Ｃ
水
質
基
準
の
道
守
（１
６
３
項
目
）

③
最
初
の
１０
年
間
で
地
元
企
業
を
支

援
教
育
し
、
水
関
連
機
器
の
輸
出

額
（州
外
、
国
外

へ
）
６
億
２
８
０

０
万
＄
達
成
を
支
援
す
る
こ
と

な
ど
で
あ

っ
た
。
Ｕ
Ｗ
社
は
地
元
１
７

６
企
業
を
支
援
し
、
す
で
に
輸
出
額
は

７
億
２
０
０
０
万
＄
（約
６
５
０
億
円
）

を
達
成
し
て
い
る
。
海
外
の
水
企
業
に

地
元
水
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
費
の
圧

縮
と
地
元
産
業
の
育
成
を
義
務
づ
け
る
、

新
し
い
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
手
法
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
企
業
は
今
、
州
政
府
を
中

心
に
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
欧
州

市
場
の
水
市
場
を
開
拓
し
て
い
る
。

４
１
３
　
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

ド
イ
ツ
は
今
後
の
水
不
足
や
旧
共
産

国
の
上
下
水
道
事
業
を
ド
イ
ツ
系
企
業

が
有
利
に
展
開
で
き
る
よ
う
に
、
ジ
ャ

ー
マ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
を
創
設
し
、
連
邦
環
境
省
を
そ

の
窓
日
に
置
い
た
。

具
体
的
に
は

Ｃ
水
処
理
研
究
機
関

へ
の
財
政
援
助

②
ド
イ
ツ
企
業

の
水
処
理
技
術
の
海

外
普
及
支
援

①
海
外
と
の
水
関
係
の
受
付
窓
―
・
―
を

国
が
行
う
こ
と

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
従
来

か
ら
の
戦
略
、
同
際
見
本
市
を
通
じ
て

ド
イ
ツ
製
品
の
海
外
普
及
を
図
る
こ
と

を
増
強
し
て
い
る
。

４
１
４
　
Ｅ
Ｕ
委

員

会

（
Ｅ
Ｕ
２
７

カ
国
）

Ｅ
Ｕ
委
員
会
は
産
業
競
争
力
強
化
策

と
し
て
Ｍ
Ｂ
Ｒ
隈
戦
略
を
加
速
し
て
い

る
。
約
２６
億
円
を
投
じ
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
技

術
開
発
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
欧
州
規
格
の
確
立
、

そ
の
上
で
欧
州
規
格
さ
れ
た
Ｍ
Ｂ
Ｒ
を
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
ま
で
持

っ
て
い
く
戦
略
で

あ
る
。

す
で
に
世
界
中
の
５０
社
と
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
を
組
み
、
Ｍ
Ｂ
Ｒ
の
浅
漬
型

を
欧
州
規
格
と
し
て
い
る
。

当
面
の
市
場
は
Ｅ
Ｕ
２７
カ
国
や
東
欧
、

ア
ジ
ア
で
あ
る
。

あ
と
が
き

日
本
田
内
に
お
い
て
、
水
関
係
の
公

共
事
業
投
資
は
平
成

９
年
に
比
べ
、

マ

イ
ナ
ス
５０
％
と
な

っ
て
お
り
、
各
社
と

も
早
期
退
職
を
含
む
人
員
整
理
や
組
織

変
更
で
対
処
し
て
い
る
が
、
世
界
的
な

水
処
理
市
場
は
、
上
下
水
道
民
営
化
市

場
、
海
水
淡
水
化
市
揚
、
そ
し
て
Ｍ
Ｂ

Ｒ
市
場
と
拡
大
の

一
途
で
あ
る
。
こ
の

拡
大
す
る
市
場
開
拓
に
円
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

や
Ｅ
Ｕ
、
ド
イ

ツ
で
あ

る
。
「
２‐
世
紀

は
水

の
時
代
」
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
、

世
界
各
国
は
国
を
挙
げ
て
水
産
業
を
育

成
し
て
い
る
。

日
本
だ
け
が
沈
ん
で
い
る
、
日
本
勢

も

一
刻
も
早
く
江
戸
時
代
か
ら
の

「
お

上
頼
り
」
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
切
り
離
し
、
知

恵
と
勇
気
を
持

っ
て
海
外
市
場
を
切
り

拓
き
、
海
外
で
活
躍
す
る
時
代
が
き
て

い
る
。

⌒了
）

知
感
と
男
気
を
持
つ
て
淋
舜
市
場
を
切
り
掘
こ
う
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